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1．．まえがき   

継次カテゴリデータ（反応カテゴリに順位のあ  

るもの）に対する模型行列の作成［1］は継次性を表  

現するために直感的理解が難しく、その作成が容  

易でない。しかし、継次性は数理計画法の制約と  

して捉えればその表現は容易である一のでまず数  

理計画法としての定式化について述べる。   

ところで、回答者に評価対象を主観的に評価し  

てもらう場合はその評価結果は確定値ではなく  

この程度といった曖昧さを持っているであろう。  

もちろん数値で答えることもそう容易ではない  

が、いくつか言葉で表現されたカテゴリから選ぶ  

場合にもどちらを選ぼうか迷った結果の、選択か  

も知れない。そのような場合に、回答の中に自信  

のなさを告げてもらう（たとえば区間で答えても  

らうとか、隣り合うカテゴリに重みを付けさせ  

る）ことが考えられるが、詳しく述べてもらえば  

もらうほど曖昧さを含んでいる項目が分岐して  

増えてしまうであろう。そこで詳しい回答を求め  

るのではなく分析側で対処することを考える。先  

にコンジョイント分析法ではファジィ数を取り  

込むことによりその目的がほぼ実現できること  

を示した［2］。ここでは双対尺度法について暖昧さ  

をモデルに持ち込むためにファジィ数を用いる  

ことを提案する。  

する。カテゴリたとカテゴリ（か1）の境界に与える  

値を冤とすると、花≦花＋1を満たしてほしい。ま  

た乃番目の対象に与える値を助とすると、〟個の  

助の値は回答を反映していてほしい。そこで西里  

は特別なデータ行列ダ＝（カ）の作り方を提案して  

いる。ダはⅣ行（〟（ぷ」1））列で、その各行は対  

象ごとに（麒」1）個の要素を与えられ、カテゴリ た  

に属すると答えられた場合には（た－1）以下のカテ  

ゴリの値は（－1）とし、た以上のカテゴリの値は1  

とする。ただし、（互」1）個の要素がすべて（－1）の  

ときにはカテゴリ肯であったものとする。これに  

より、   

ん（g－1）＋ゐ＝1：人言は〟ノ＜ア力と評価  

0：人は〟ノ＞丁ぁと評価  

と考える。模型行列dは（〟（艮」1））行（〟＋（足－1））  

列であり、   
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Jm O〝1 0〝‡ … －1J乃  〟  

椚 椚＋1 〝7＋2 … 椚＋〟  

である（椚＝且－1）。んは椚×椚の単位行列、－1〝”  

0〝－は∽個の要素がすべて（－1），0のベクトルで  

ある。   

これだけでも結構理解が難しいが、花間の比較、  

助間の比較結果を反映するために行列鳥，dαを  

導入して結局  2．扱うデータと，対応する双対尺度法［1］   

Ⅳ人の回答者の各々が〟個の対象を評価する。  

ただし、評価値はg個のカテゴリの一つを選ぶこ   

ととし、番号の大きいカテゴリほどよい評価値と  

g＝［ダ，㌔】  

をつくり、これから花，助および回答者の値を求  
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めている。  
〃ル′ ＝＝（eグー〟）2′棚＝1  

i＝1ノ＝1   

Jl≦J2≦…≦k  3．数理計画法としての定式化   

下表のような簡単な例をイメージして説明す  

る。回答者Jにル対象ノにヤ，評価値A（＝1＝×、  

2：△、3：○）に毎を与えることとし，回答者′  

の対象ノに与えた評価値を旬とする。  

4．ファジィ数の利用団   

回答者を通じて確定的な値毎があるのではなく、  

それはもう少し曖昧なものと考えて、毎を下限値  

（J打CJ、モード互、上限値（Jた＋dJの三角型ファジィ数と  

する。このとき、その代表通常数は  

花＝代Jん－Cた）＋2毎＋（毎＋宛））／4（2）  

である。定式化1に対応して次のような定式化が考え   

られる。   

Ⅳ 【定式化Fl】max∑（乃－〟）2；〟＝全体平均  

i＝1  

〃 ．片  

∫J．∑乃／Ⅳ＝〃＝0；乃＝∑転載／〟  
f＝1  ん＝1  

Ⅳ  

g     ∑〃た花2／（W）＝1；〃鳥＝∑毎  

た＝1  f＝1  

Jl≦′2≦…≦k  

（またはれ≦乃≦…≦花）  

ここで、三角型ファジィ数の自乗は三角型ファジィ数  

にならないことを考慮して花2の代りに  

［抽た－Cた（トα））2dα・抽た・dた（1－α））2ゐ］／2  

2 
＝毎2－∫た（cた－dた）′2＋（cた2＋宛）′6  

を使うことも考えられる。  

また、隣り合う毎のイ直が等しくなってしまうこともあり、  

毎一行＿1≧一定値  

の制約を加えることも必要となる。  

評価対象  
A  B  C  D  E   

回答者  

2  3  3  3  3   

2   2  3  

3   2  3  2  2  

10   2  2  －1■  

回答者間の分散が最大になるよう、対象間の分  

散が最大になるよう考えると、以下のような定式  

化が考えられる。   

Ⅳ 【定式化1】max∑（乃－〟）2；〟‥全体平均  

f＝1  

Ⅳ 〟  

∫・′・∑乃／Ⅳ＝〃＝0；乃＝∑e少／〟  

た1  ノ＝1  

〃〟  

∑∑  
た1ノ＝1  

2 
（eヴー〃）′（W）＝1  

Jl≦J2≦…≦k  

ここで、回答者～が評価値毎を与えた対象数を  

方  

カfたとすると、乃＝∑板力／〟  
た＝1   

である。   

〟 【定式化2】max∑（パー〃）2；〃＝全体平均  

ノ＝1  

（1）  

［1］西里静彦（1982）．：「質的データの数量化」、朝倉  

［2］上田徹（1999）：「コンジョイント分析における   

曖昧な回答の扱い方」、オペレーションズ・リ   

サーチ、No．9  
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ノ＝1  た1  
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